


チップソーのマーク面を上にして、チップソー受け台にセットする。
研磨機本体をテーパーピン　に差し込む。
チップソー固定ナットを少しゆるめて、チップソーの外側部分と砥石面が合うように調整し、チップソー固定ナットをしめる。
花ナット　で研磨機本体の止め位置を決めて、蝶ネジで本締めする。
チップソーの刃の谷に送りツメが合うように送りハンドルストッパーの位置を決めて固定する。
研磨機本体をチップソーから離して電源を入れる。
送りハンドルでチップソーを1刃送りしてダイヤモンド砥石をチップソーの外側に押しつけて研磨する。
　の作業を繰り返し、チップソーを1周させる。

チップソーのマーク面を上にして、チップソー受け台にセットする。
研磨機本体をデーパーピン　に差し込む。
チップソー固定ナットを少しゆるめて、チップソーの内側部分と砥石
の裏面が合うように調整し、チップソー固定ナットをしめる。
花ナット　で研磨機本体の止め位置を決めて、蝶ネジで本締めする。
チップソーの刃の谷に送りツメが合うように送りハンドルストッパー
の位置を決めて固定する。
研磨機本体をチップソーから離してから電源を入れる。
送りハンドルでチップソーを1刃送り、ダイヤモンド砥石をチップソ
ーの内側に押し付けて研磨する。
　の作業を繰り返し、チップソーを1周させる。

注意
・草刈用チップソーの外径230・255　内径25.4　専用です。
　木工用・金属用その他特殊用途のチップソーは研磨できません。
・チップのない草刈刃（プロペラ刃・4枚刃・8枚刃・30枚笹刈刃・その他
　山林用丸のこ刃）と特殊形状のチップソーは研磨できません。
・研磨面は直角当りですので、斜研磨はできません。

こんな場合安全装置が働きます。
作業中にモーターに負荷が掛かり過ぎますと安全装置の為電源が自動的に切れます。
※モーター温度が下がりますと自動復帰します。（復帰時間は夏場と冬場では外気温度の違いから異なります）

草刈用チップソーの内側を研ぐ時
包丁やハサミを研ぐ時 （ダイヤモンド砥石の裏面使用）

草刈用チップソーの外側を研ぐ時
（ダイヤモンド砥石の表面使用）

軽く押し当てるだけで
カンタンに刃が研げます

研磨機を本体固定板に蝶ネジで固定する。
刃物研ぎ台を、砥石カバーに取り付ける。
この時、刃物研ぎ台と板ナットで砥石カバー
を挟んでから蝶ネジで締める。
刃物研ぎ台の角度を刃物の刃の角度に合わせる。
刃物研ぎ台とダイヤモンド砥石は少しだけ離して
調整する。
電源を入れる。
刃物の角度に合わせて、少し押さえ、矢印の
方向に研ぐ。
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必ずお守りください。

研磨のポイント

軽く押し当てるだけで
カンタンに刃が研げます研磨のポイント
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注意

刃物研ぎ台と板ナットで

砥石カバーを挟んで

締める。

砥石カバー 刃物研ぎ台

チップソー受け台

チップソー固定ナット

送りハンドルストッパー

送りツメ

送りハンドル

ダイヤモンド砥石

研磨機ハンドル

研磨機本体

本体固定板

テーパーピン

花ナット

赤

黒

テーパーピン

固定用釘穴（板に取り付けてください）

花ナット で位置を決め

チップソーの外側部分と
砥石面を合わす。

3 チップソーの内側と
砥石面を合わす。

チップソーの刃の谷に
送りツメを合わす。

5 チップソーの刃の谷に
送りツメを合わす。

青

花ナット 白

蝶ネジで締める
白

白

青

黒

赤

4 花ナット で位置を決め
蝶ネジで締める。

黒

刃の交換やお手入れの時は電源
プラグ抜いてください。

作業中は保護メガネ、マスク、帽子
などの保護具を着用してください。

自分で絶対に分解・修理・改造
を行わないでください。

濡れた手で電源プラグを触ら
ないでください。

水洗いや雨天時の屋外での作業は
絶対にしないでください。

本機には絶対に水掛けはしないで
ください。


